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はじめに
朝鮮半島では三国時代（4世紀～ 668）に仏教が伝来




























































A Study of the Techniques of Gold Drawing Buddhist Painting in Early Choson Period:
Comparison of Amida-nyorai (Skt. Amitabha) and Eight Bosatsu (Skt. Bodhisattva) 
in Enryaku-ji Temple and Yakushi-nyorai (Skt. Bhaisajyaguru) Triad, Eight Bosatsu, 
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図 1．《阿弥陀八大菩薩像》　朝鮮・嘉靖 11 年（1532）　絹本金泥着色、縦 78.8 ×横 55.4cm、延暦寺
























































（300 万画素）　レンズ：SE-40Z（× 40～× 240 ズー
ムレンズ）]で観察・撮影した。
④　 顔料の同定のために蛍光 X線分光分析を行った。
分析には Thermo Fisher Scientific社製 Niton XL3-t
を使用した。分析は、X 線管球は Ag、Miningモー
ドで、4 段階の光学フィルター交換機構（Main 
Range, Low Range, High Range, Light Range）により
対象元素を切り替えて 25 秒ずつ（1箇所につき計






































































































































































































































































































図 13．地蔵菩薩の頭部の蛍光 X線スペクトル（Main Range）
図 10.主尊の髻珠部分
図 11.主尊の髻珠部分の蛍光 X線スペクトル（Main Range）
図 12.観音菩薩の頭部の蛍光 X線スペクトル（Main Range）






























縦 88.7 ×横 59.2cm、
京都市立芸術大学芸術資料館



























は 5㎜四方あたりに経糸が約 20 本、緯糸が約 20 越であ
る。京芸本の絹目（図 23）は 5㎜四方あたりに経糸が約
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立芸術大学所蔵〈薬師三尊八大菩薩十二神将像〉の画法研究」、
第 47 回　韓国文化財保存科学会、2018 年 3 月 30 日発表。
 강은실, 타카바야시 히로미, 타케나미 하루카「문정왕후의 발원
에 의한 교토시립예술대학소장 〈약사삼존팔대보살십이신장
도〉의 화법연구」, 제 47회 한국문화재보존과학회, 2018년3 월
30일발표 .
３　鄭于澤「延暦寺所蔵朝鮮前期金線描阿弥陀八大菩薩図の考
察」（『東岳美術史学』第 16 号、2014 年）140 頁。정우택「연
력사소장 조선전기금선묘아미타팔대보살도의 고찰」（『동악미





社、2011 年）、387 頁。김정희『찬란한불교미술의 세계, 불화』
（테마한국문화사, 2011년）, 387쪽.
６　八大菩薩では、経典を持つのは文殊菩薩、如意を持つのが
普賢菩薩とされるのが一般的であるが、梁希 「韓国八大菩
薩図像研究」（ソウル大学大学院修士学位論文、2006 年〔양희
정〈한국팔대보살도상연구〉서울대학대학원석사학위논문,
2006년〕）によれば、高麗仏画の八大菩薩では持物と配置は必
ずしも固定化しておらず、確実なのは経典（或いは経典をの
せる蓮華枝）と如意が文殊菩薩と普賢菩薩いずれかの持物と
なり、両菩薩は対をなす位置に配置されることであるという。
77-78 頁。梁氏の指摘を踏まえれば、朝鮮時代の両菩薩につい
ても、持物と配置で尊名を確定するのには慎重であるべきと
考えるため本稿では、左右いずれが文殊か普賢かは保留して
おくこととする。
７　前註論文、93 頁。
８　註 6前掲論文、80 頁。
９　ソンソンピル「16・17 世紀仏教政策と仏教界の動向」（東国
大学大学院博士学位論文、2013 年）。
 손성필「16・17세기불교정책과 동향」（동국대학대학원석사
학위논문, 2013 年）.
10　修理報告書、『比叡山延暦寺蔵　絹本着色「阿弥陀八大菩薩
像」掛幅装　1幅』（墨仙堂、2018 年）。
補図　「阿弥陀八大菩薩像」画記欄
